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LMSAア ンテナ群設置場所の Pampa La Bolaの 年間冒日数(電光・雷鳴が確認された日数)は

10日 程度で、衛皇観測に寄れば夏に落冒が発生することが確認されている。しかし、どのような雷放

電が発生するかを調査した詳細な報告例はない。また、現地高度は海抜約50001■と高く、通常の

ほ・中籍度地方の低地での夏の冒とはその放電様相が大きく異なることがこれまでの他地域での観

測結果から予測される。そこで、本研究ではLMSAア ンテナ群の防雷対策を行う上で必要な落雷様

相〔落音の極性(正または負)、多重度(1回の落言に含まれる習撃数)および連続電流(大きな電流

が流れる帰還雷撃に引き続き数msか ら数百1nsの間流れ続ける電流)の有無と期間等)の調査を行

った。

観測では当方で製作した電界アンテナ(帯域0 1Hz～ 船座Iz)および磁界アンテナ(帯域200Hz～

5hlIIz)を現地に設置し、出力信号は購入したディジタルオシロ(12bit,10Msalllpleたec,8Mwo■ dl

ch)で記録した。

観測期間中の全取得データを表1に示す。観測期間中3日 間の発雷を確認している。3月 6日 に33

例、3月 9日 に24例 の落雷を記録した。両日とも雲放電の数は1例のみで、通常雷放電に占める落

雷の割合は半分以下であることが多いので、本結果の落言の発生割合は極めて高いと言える。表2

に雷放電の発生数を示す。3月 6日 に負極性落雷33例 、3月 9日 に負植性落雷22例 、正極性落雷2

例、計57例 の落雷を記録した。予測していた正橿性落雷を確認したがその発生割合は35%で あり

それほど高い値ではなかった。ただし、正種性落雷が発生した雷雨では正極性落雷の発生割合は1

00%で あり、日本の冬毒雷に似ている。連続電流を含む落雷の割合は37%で あり通常の夏の落雷

と大きな差はない。また、正極性落雷の場合は連続電流を含む落雷の割合は100%で あり、これも

日本の各季雷に似ている。図1に連続電流の継続時間の累積頻度分布を示す。同図には夏の負橿

性落雷および正極性落雷の結果も示してある。本結果の50%値 は130msで あり、他の結果より長

い。連続電流の継統時間が長くなると中和される電荷最も多くなり、地上の構造物に大きな損害を与

える確率は高くなる。

図21こ多重度の累積頻度分布を示す。同国には日本の夏季雷、冬季冒および冬毒ロケット誘雷の

結果も示してある。本観測結果は多重度の大きな落冒が多く、各幸ロケット誘言の負橿性落雷の結

果に近い。50%値 は8である。

国erl雷率の時間間隔累積頻度分布を示す。50%値 は30msで 、日本や請外国の結果より若干短

い 。
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表1 観 測概要

月  日 データ数 望放電 落雷 その他

3/6 04 1 33 O

3/8 44 1 0 43

3/9 28 1 24 G

e/11 9 O O 9

3/16 29 0 0 29

3/18 24 0 0 24

e/19 6 O 0 6

3/23 24 0 O 24

3/24 33 0 O 83

3/25 7 0 O 7

表2雷 放電の概要
月  日 時 刻 雷放電敷 撃放電 負極性落雷 正種性落雷 連続電流

3/6 13107-13151 34 1 33 0 13(39%)

3/3 14154 1 1 O 0 0(0%)

3/9 13113-13i36 23 1 22 0 7`32幼
″ 17,10-17を19 2 O 0 2 2(100ウ命

計 60 0 55 2 22(37%)
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雷撃間の時間間隔の累積頻度分布図図 3


